


　『
３
ど
』は
い
い
た
て
移
住
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
の
愛
称
。「
１
度
目
は
ふ
ら
り

と
遊
び
に
、2
度
目
は
誰
か
に
会
い
に
、

３
度
目
か
ら
は
飯
舘
村
で
の
暮
ら
し
や

仕
事
を
想
像
し
て
訪
れ
て
ほ
し
い
」そ
ん

な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の『
３
ど
』の
新
た
な
一
歩
を
、村
内

外
の
皆
さ
ん
に
広
く
知
っ
て
い
た
だ
こ

う
と
、5
月
7
日
に
は
、リ
ニュ
ー
ア
ル
の

お
披
露
目
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、の
れ
ん
や
パ
ネ
ル
が
展
示
さ

れ
た
会
場
に
、杉
岡
村
長
や
長
正
増
夫

行
政
区
長
会
長
な
ど
が
訪
れ
、“
移
住

者
や
移
住
希
望
者
と
村
民
が
交
流
し
、

飯
舘
村
の
暮
ら
し
を
つ
な
ぐ
”『
３
ど
』

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、ス
タ
ッ
フ
を
交

え
て
語
り
合
い
ま
し
た
。

　
心
地
よ
い
音
楽
が
流
れ
る
会
場
で

は
、飯
舘
村
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
ド

リ
ン
ク
や
焼
き
菓
子
を
提
供
。同
会
場

で
毎
月
開
か
れ
て
い
る「
村
民
食
堂
」

に
よ
る
郷
土
料
理
の
振
る
舞
い
も
あ

り
、来
場
者
が
温
か
な
交
流
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

°

°

目次   CONTENTS
話題「３ど°」
特集「村民の森あいの沢」
お知らせ「行政区長副区長会議」
学びの広場「いいたてっ子運動会」ほか

報告「長泥地区」
空から百景「緑の草野舘」
報告「菅野典雄前村長県知事表彰」ほか

いいたて便り
話題のパレット
　　いいたてなりわいREPORT
村からおしらせ
いいたてイノサル通信
歴史の散歩道／ふれ愛館だより
村民広報委員コラム ほか

愛楽故郷味／ひとのうごき 

ほっとNEWS／ナイター駅伝参加者募集

相馬野馬追の御行列に出場した佐藤瑠満成
（るみな）さん（写真中央）と父親の弘典さん
（瑠満成さんの一騎前／小宮）。堂々の勇姿で

す。瑠満成さんはセブン-イレブンいいたて村
の道の駅までい館店の店長。野馬追初出場は
２歳の時で、今回は、高校生の時以来の出場
です。一方、南相馬市出身で、中学生の時から
出場している弘典さんは、馬術を学び、競走馬
に関連する仕事に就いていました。現在は、村
内などで引退競走馬を飼養し、小宮地区の自
宅周辺に乗馬体験ができる施設をコツコツ整
備しています。開催日が５月に変更された相
馬野馬追、同26日の御行列を南相馬市で撮影
しました。

村はイベントや取り組みを取材し広報紙や
ホームページに掲載しています｡写真掲載
に不都合がある方は､お手数ですが、村づ
くり推進課企画定住係☎︎0244-42-1613
までお知らせください。
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今月の表紙

一面を鮮やかに染め
るポピー畑。緑の風
に吹かれています。

３
ど 
い
い
た
て
の
暮
ら
し
を
つ
な
ぐ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

今月の話題

い
い
た
て
移
住
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

飯舘村伊丹沢字伊丹沢578番地1（までいな家）
☎0244-68-2850  
平日午前９時〜午後５時30分※土日祝日は予約制
 　 iju@iitatelife.jp

Instagram

°

WEBメディア

ティザー
サイト
公開中

❶❷「OpenDay」と題したお披露目会。地域おこし
協力隊の横山梨沙さん、髙橋洋介さんが提供した
ドリンクと焼き菓子、村民食堂の料理を囲んで、和
やかな対話のひととき。❸ユニフォームを披露す
るスタッフ。『３ど°』にちなんで３のポーズで。

福島大学の学生が中心と
なって営む村民食堂の大黒
柱・髙橋トク子さん（深谷）。

°

３ど°   いいたての暮らしをつなぐステーション
いいたて移住サポートセンター

❶

❷

❸

NEW!

広報いいたて  令和６年６月号広報いいたて  令和６年６月号 広報いいたて  令和６年６月号広報いいたて  令和６年６月号 2233



村
民
の
森

あ
い
の
沢

特 集

　
た
め
池
を
中
心
に
豊
か
な
森
の
緑
が
広
が
る「
村
民
の
森
あ

い
の
沢
」。約
50
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
広
大
な
敷
地
の
中
に
、宿
泊
体

験
館
き
こ
り
、あ
い
の
沢
キ
ャ
ン
プ
場
、民
家
園
、愛
の
句
碑
、

遊
歩
道
な
ど
が
、ゆ
っ
た
り
と
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
キ
ャ
ン
プ
場
の
利
用
を
一
昨
年
か
ら
再

開
し
た
の
に
続
い
て
、今
年
７
月
に
は
、新
規
就
農
者
技
術
習

得
管
理
施
設
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。ま
た
、宿
泊
体
験
館
き
こ

り
で
は
軽
食
堂「
や
ま
ぼ
う
し
」が
５
月
か
ら
営
業
を
再
開
。

そ
の
他
、キ
ャ
ン
プ
場
の
増
設
や
、主
要
エ
リ
ア
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
環
境
の
整
備
な
ど
も
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　「
村
民
の
森
あ
い
の
沢
」の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
情
報
と
、最
近
の

ト
ピ
ッ
ク
を
お
届
け
し
ま
す
。現
在
、た
め
池
の
工
事
を
行
っ
て

い
て
、遊
歩
道
の
一
部
と「
あ
い
の
浮
橋
」は
使
用
で
き
ま
せ
ん

が
、各
施
設
は
通
常
営
業
中
で
す
。夏
本
番
を
迎
え
る「
村
民

の
森
あ
い
の
沢
」を
ぜ
ひ
訪
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

宿泊体験館きこり

コンベンションホール

入浴施設／岩盤浴

宿泊棟

新規就農者
技術習得管理施設

離れ客室

至　民家園／キャンプ場管理棟

至　遊歩道

エントランス／受付

至

　愛
の
句
碑
／
イ
ベ
ン
ト
広
場（
フ
リ
ー
サ
イ
ト
）

広報いいたて  令和６年６月号広報いいたて  令和６年６月号 広報いいたて  令和６年６月号広報いいたて  令和６年６月号 4455



　問  宿泊体験館きこり☎0244-42-1012
※電話受付午前9時〜午後6時

■日帰り入浴  
午前10時〜午後8時※最終受付午後7時30分
大人（中学生以上）１回400円
子ども（小学生）　 １回200円
乳児・幼児　　　   無料
■イオラ（岩盤浴）
 午前10時30分〜午後5時25分※最終受付午後4時30分
大人（中学生以上）　１日１回1,000円
■宿泊棟／離れ客室（素泊まり）
大人（中学生以上）１人１泊 5,500円
子ども（３歳以上小学生以下）１人１泊4,400円

宿泊体験館きこり
新規就農者技術習得管理施設

 ７月
OPEN

緑の森に囲まれた宿泊施設。「トゴール鉱石」を使った入浴施設は、日帰り入浴でも利用可能。癒やしの音楽とア
ロマの香りに包まれる岩盤浴も人気です。ワーケーションや会議、イベント開催にぴったりのスペースも。

新規就農を希望する人が、就農体験を通して技術や経営知識を習得する期間に、生活の場として利用する施設。
農業振興や移住促進の新たな拠点として、７月から運用を開始します。公募で決定した名称も公表されます。

❶ダイニングキッチン。研修室としても活用します。❷居室を
つなぐ廊下。居室には「もみ」「くり」など樹木の名前が付けら
れています。❸❹各居室に収納、洗面所、風呂などを備えてい
ます。❺❻窓の外には緑の景色。居室は５人定員の部屋が４
室、７人定員の部屋が１室で、最大27人を受け入れます。

❶❷令和５年に宿泊棟をリニューアル。２階にWi-Fi完備の
リモートワークブースと研修室が新設されました。❸開放的
な大浴場。❹宿泊棟の洋室。ナチュラルな色調の室内に外光
がやさしく差し込みます。❺３棟の離れ客室も人気。❻コンベ
ンションホール。会議やイベント等に貸し出します。

❸❷❶

❻❺❹

❸❷❶

❻❺❹

　問  産業振興課農政第一係☎0244-42-1621

■施設内容
エントランスホール、事務室、ダイニングキッチン、研
修室、洗濯室、居室５（定員５人４室・定員７人１室）
■利用方法・料金等の詳細については、施設名の発表
と共に、７月号で紹介します。

農
業
委
員
会
事
務
局

草
野
健
太
郎  

主
査

宿
泊
体
験
館
き
こ
り

支
配
人  

佐
藤
峯
夫
さ
ん

ぜひ多くの方にご利用いただ
きたいです。併設の新施設（P
７）にも期待しています。飯舘
村を気に入って住んでくださ
る方が増えるといいですね。

農業技術指導や専門家による
講習の開催等、村で就農を希
望する方々に有意義な場所と
なるよう、農業研修のメニュー
を充実させていきます。

広報いいたて  令和６年６月号広報いいたて  令和６年６月号 広報いいたて  令和６年６月号広報いいたて  令和６年６月号 6677



☎︎0244-42-0511（管理棟）
※電話受付・午前９時〜午後４時
■オートキャンプ場（電源付き・炊事場あり）
１泊１サイト2,000円／日帰り1,000円
■フリーサイト（イベント広場）
１泊１張 500円／日帰り１人100円
■チェックイン午後１時〜午後５時／
チェックアウト午前10時
※日帰りでの利用は午前９時〜午後４時
■ペット同伴可（リードを着用の上）

村民の森あいの沢キャンプ場

軽食堂 やまぼうし

民家園ふるさと
☎︎0244-42-0511（管理棟）
※電話受付・午前９時〜午後４時
■施設利用 
午前８時30分〜午後５時
　個人　大人（中学生以上）１日300円
　　　　子ども（小学生以下）１日200円
　団体　１組・４時間未満2,500円
　　　　１組・４時間以上5,000円

さまざまなイベントに活用されています

　古民家を移築した「民家園ふるさと」は、心和む
風情を生かして、さまざまなイベントに活用され
ています。上の写真は４月28日に複数の団体が
協力して開催したワークショップ。彫刻家の松田
重仁さんや、あいの沢管理棟のスタッフが講師を
務め、事前申し込みをした家族連れなどが巣箱づ
くりを体験しました。また、樹木医などのガイドで
あいの沢の自然観察会が行われた他、手づくりの
昼食を囲む交流会も催されました。

　緑の木立に囲まれ、週末ごとに多くのキャンパーで
にぎわう『あいの沢キャンプ場』。15区画のオートキャ
ンプ場に加え、広々としたフリーサイトも人気で、手ぶ
らで来てもキャンプが楽しめるレンタル用品も整って
います（詳しくは左のQRコードからご確認を。数に限
りがあるため予約がおすすめです）。
　フリーサイトのトイレはウォシュレット機能付きの最
新型。また、ほとんどの方が宿泊体験館きこりの入浴
施設を利用されていますが、管理棟のシャワー（１回
12分100円）も使えます。

　日帰り入浴施設の一角に
ある軽食コーナーです。大き
な窓に戸外の緑が広がる明
るい店内。靴を脱いで座卓
を囲み、ゆったりと過ごすこ
とができます。今年５月に営
業を再開しました。
　入口の券売機で食券を
購入し、カウンターで注文。
ラーメン、そば、うどんなど
の麺類、チャーハン、カレー、
おにぎりなどのご飯もの、全
12品の食事メニュー（５月
28日現在）があります。
　リニューアルオープンを
記 念して、お にぎりを除く
食事メニューを100円引き
で提供しています（６月30
日まで）。 ■営業時間

午前11時〜午後２時
　問  宿泊体験館きこり☎0244-42-1012

※電話受付午前9時〜午後6時

　あいの沢では、緑に包まれ、遊歩道や木道を散策することが
できます。野鳥のさえずりが心地よく、貴重な山野草にも出会
えます。キャンプ場の近くには、ホタルも生息しています。
　左の写真の木造の建物はキツツキがつついて穴だらけ。管
理人さんが穴をふさぐと、また隣をつつくため、穴とふさいだ
木片がアートのように。ユニークな自然観察スポットになって
います。一方、下の写真は愛の句碑の遊歩道。平成13年から18
年に、俳人の黛まどかさんを選者に迎え、愛をテーマに全国公
募した俳句に出会える小径です。選ばれた250句が、飯舘産の
みかげ石に刻まれ、「愛の句碑」として設置されています。

　左の写真は、宿泊体験館きこりに向
かう坂道の左手にある「昆虫の森」。
展望四阿（あずまや）に向かう遊歩道
に虫型ベンチが点在しています。

寄り道スポット

村民の森
あいの沢

特
集

広報いいたて  令和６年６月号広報いいたて  令和６年６月号 広報いいたて  令和６年６月号広報いいたて  令和６年６月号 8899



報告のページ

　４月24日、交流センター「ふれ愛館」で、「令和
６年度第１回飯舘村行政区長・副区長会議」
が開かれ、行政区長と副区長に委嘱状が交付
されました。任期は令和８年３月までの２年間で
す。行政区長会長には引き続き、長正増夫区長
（大久保・外内）が選任されました。

市澤秀耕さん（深谷）
長井　実さん（関沢）
大和田保男さん（八木沢・芦原）
大槻博久さん（大倉）
今野茂之さん（前田・八和木）
菅野義人さん（比曽）
鴫原新一さん（長泥）
佐藤建夫さん（関根・松塚）

退任された前行政区長 

ありがとうございました 

２０行政区の区長・副区長を紹介します 敬称略

１区

草  野　　
渡部　功

３区

伊丹沢　　
山田　登

５区

小  宮　　
髙橋正一

８区

佐  須　　
菅野宗夫

９区

宮  内　　
中川喜昭

10区

飯樋町　　
渡邊富士男

12区

大久保・外内　
長正増夫

13区

上飯樋　　
鈴木秀範

16区

蕨  平　　
真壁成行

18区

臼  石　　
林　英滋

19区

前  田　　
佐藤勝見

20区

二枚橋・須萱
青柳敏雄

草野／ホッと立ち止まりたくなる草野
深谷／住む人、来る人、過ぎる人、みんなで楽しく里づくり
伊丹沢／みんなで力を合わせて築くいたみざわ
関沢／笑顔と心の豊かな人づくり
小宮／住みやすい田舎  小宮
八木沢・芦原／太平洋を望める 自然豊かな風力の郷 八木沢・芦原
大倉／水と緑の出会いの郷　大倉
佐須／「話、和、輪」の笑楽づくり〜きょうより あしたの佐須へ〜
宮内／家族的で  まとまりのある 心豊かな  八龍の里
飯樋町／にぎわいと笑顔あふれる融和の里  飯樋町

地域みがきあげ計画（令和３年度〜７年度）

前田・八和木／復興と営農再開、若者が定住できる郷 11区
大久保・外内／なんとなく楽しい結いの郷
上飯樋／地区の主体性が育む魅力あふれる上飯樋
比曽／新しい比曽に向けて一歩ずつ・みんなの力を少しずつ
長泥／人と自然とがふれあう花の里長泥、再び
蕨平／次世代につないでいくふるさと、人の繋がりがある行政区
関根・松塚／みんな笑顔で暮らせるゆーとぴあを目指そう
臼石／ひとりでも、みんなでも楽しい行政区
前田／　  北の清水  蛍の楽園19
二枚橋・須萱／地域の繋がりと環境を大切にする20区

２区

深  谷　　
齋藤照吉 新

４区

関  沢　　
髙橋健二 新

６区

八木沢・芦原　
門馬伸市 新

７区

大  倉　　
佐藤春雄 新

11区

前田・八和木　
渡邊勝義 新

14区

比  曽　　
須藤　一 新

15区

長  泥　　
髙橋正弘 新

17区

関根・松塚
本名洋文 新

　議事に入る前に、飯舘村女性消防隊が、加入推進への協力を呼びかけまし
た。「自分の家から火は出さない」を合言葉に、かつては全戸が加入していた女
性消防隊。防災活動の一環として、行政区としても加入推進に働きかけてもらえ
るよう、今野スイ子隊長（蕨平）らが説明を行いました。写真は右から今野隊
長、三瓶たつ子副隊長（大久保・外内）、飯舘分署の大谷崇徳さん（小宮）。

　２０行政区ごとに令和３年度から５年間の目標や取り組みをまとめた「地域みがきあげ計画」。地域の魅力、課題、将来像など
を踏まえた地域づくりの主な計画が記されています。「地域みがきあげ計画」に掲げた各行政区の「目標」を紹介します。

飯舘村女性消防隊が協力を要請

草野／八巻吉邦さん　　深谷／齋藤守夫さん　　

伊丹沢／花井敬三さん　　関沢／須和正則さん　　

小宮／須田幸正さん　　八木沢・芦原／髙野義一さん

大倉／佐藤伸成さん　　佐須／佐々木敏雄さん

宮内／大東　勇さん　　飯樋町／木幡久男さん　

前田・八和木／只野博之さん　　大久保・外内／松林正一さん

上飯樋／山田利一さん　　比曽／遠藤　孝さん　       

長泥／髙野和幸さん　　蕨平／菅野二三夫さん　

関根・松塚／菅野賢治さん　　臼石／和田憲昌さん　　

前田／青田光雄さん　　二枚橋・須萱／佐藤公雄さん

各行政区の副区長のお名前を紹介します

リ

広報いいたて  令和６年６月号広報いいたて  令和６年６月号 広報いいたて  令和６年６月号広報いいたて  令和６年６月号 10101111



いいたてっ子運動会いいたてっ子運動会

学びの広場

2024.5.18

転
ん
で
も

笑
顔
で
ゴ
ー
ル
！

み
ん
な
で
ゴ
ク
ゴ
ク

給
水
タ
イ
ム

後
期
課
程
の
１
０
０
m
走
は

ク
ラ
ウ
チ
ン
グ
ス
タ
ー
ト
の

タ
イ
ム
レ
ー
ス
決
勝

１
年
生
か
ら
９
年
生
が

タ
ス
キ
を
つ
な
ぐ

い
い
た
て
っ
子
リ
レ
ー

家
族

尊
敬
す
る
人

こども園３
歳以上児の

キュートな
ダンス

白
熱
の

神
旗
争
奪
戦

全員自由参
加の

地域種目も
！

手具は手製の
オリジナル

ユーモアた
っぷりに

集団行動を
披露
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長泥曲田公園

長泥コミュニティーセンター

長泥の桜

白鳥神社

村道曲田線

村道曲田菅沼線

村道長泥１号線

村道長泥２号線

村道下曲田線

国道399号線

村道曲田向線

  県道62号線
（原町二本松線）

村道寛行線

村道長泥金華山線

学園NEWS！

学年を越え力を合わせて
前期課程の児童が田植え体験
　いいたて希望の里学園の前期課程の児童が、５
月23日、森永正男さん（前田・八和木）の水田で、田
植えを体験しました。当日は、森永さんをはじめ、村
民ボランティアの皆さんが協力。役場職員も応援に
入り、子ども達と苗を植えました。
　子ども達は縦割り班で活動し、上級生が下級生
に田植えのコツを教えていました。また、田のぬかる
みに足を取られた友達に「助けようか」と声をかけた
り、抜けてしまった靴下を仲間で一緒に探したり。力
を合わせて最後まで、笑顔で田植えを頑張りました。

礒山麗魂さん　
わんぱく相撲の大会で優勝！

土俵の上で、小学生の熱戦が続きました。堂々の優勝を
飾った礒山さん（左）。気迫のこもった取り組みです。

感想発表で、来年は「さらに上手に！」「あまりドロドロ
にならずに植えたい」と話した５年生。楽しそうです。

　5月6日、南相馬市原町区の市相撲場で開かれた
「第29回わんぱく相撲大会原町場所」３年生の部
にて、いいたて希望の里学園から出場した礒山麗
魂さんが優勝に輝きました。
　本大会は学童相撲大会も兼ねた大会であり、南
相馬市と飯舘村の小学生たちが、学年や男女別の
個人戦で熱戦を繰り広げ、稽古の成果を発揮しまし
た。
　礒山さんは試合前から勝つ自信満々で試合に臨
み、見事に優勝をつかみ取りました。

菅野さんには、避難直後の着任から長年にわたりご尽
力をいただきました。本当にありがとうございました。

教
育
委
員
・
菅
野
ク
ニ
さ
ん

教
育
振
興
へ
の
功
労
を
称
え
る
表
彰

　
5
月
22
日
、飯
舘
村
役
場
に
て「
全
国
市

町
村
教
育
委
員
会
連
合
会
功
労
者
表
彰
」

に
係
る
表
彰
状
の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
を
受
け
た
菅
野
ク
ニ
さ
ん（
宮
内
）

は
、東
日
本
大
震
災
の
あ
っ
た
平
成
23
年
の

就
任
か
ら
令
和
5
年
の
退
任
ま
で
の
3
期

12
年
間
、教
育
委
員
と
し
て
村
の
教
育
行
政

に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
菅
野
さ
ん
は
村
の
特
産
品
で
あ
る
ナ
ツ
ハ

ゼ
の
生
産
者
で
も
あ
り
、「
今
後
は
ジ
ャ
ム
の

生
産
や
地
域
づ
く
り
で
村
の
力
に
な
り
た

い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

いそ     やま    れい      む

学びの広場報告のページ

長泥地区 一部避難指示解除から１年  新たな解除に向けて

　
令
和
５
年
５
月
１
日
に
、帰
還
困
難
区

域
の一部
と
な
る
特
定
再
生
復
興
拠
点
区

域
と
長
泥
曲
田
公
園（
拠
点
区
域
外
で
は

初
）の
避
難
指
示
が
解
除
さ
れ
て
１
年
が

経
過
し
ま
し
た
。農
業
の
再
生
に
向
け
て

は
、村
と
県
が
試
験
栽
培
を
進
め
て
い
て
、

２
年
目
の
実
証
で
安
全
性
が
確
認
さ
れ
れ

ば
、米
は
今
年
産
か
ら
、野
菜
は
来
年
産
か

ら
の
出
荷
制
限
解
除
に
向
け
て
、県
や
国

と
の
協
議
が
行
わ
れ
る
見
通
し
で
す
。

　
ま
た
、５
月
12
日
に
長
泥
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
住
民
懇

談
会
に
お
い
て
、現
在
、帰
還
困
難
区
域
と

な
っ
て
い
る
エ
リ
ア
で
整
備
し
て
い
る
イ
イ

タ
テ
バ
イ
オ
テ
ッ
ク
株
式
会
社
の
堆
肥
製

造
施
設
用
地
と
施
設
で
活
用
す
る
資
源

作
物
栽
培
用
地
に
つい
て
令
和
７
年
春
の

避
難
指
示
解
除
を
目
指
し
国
と
協
議
す

る
こ
と
を
、杉
岡
村
長
が
説
明
し
、住
民
の

了
承
を
得
ま
し
た
。用
地
の
除
染
は
既
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、村
が
設
置
し
た
長

泥
地
区
環
境
回
復
検
討
委
員
会
な
ど
が

年
間
放
射
線
量
の
確
認・検
証
を
行
い
、村

が
結
果
を
確
認
し
た
上
で
、国
や
県
と
解

除
時
期
を
協
議
し
ま
す
。今
後
も一つ
ひ
と

つ
の
ス
テ
ッ
プ
を
丁
寧
に
進
め
て
い
く
こ
と

を
、住
民
の
皆
さ
ん
と
確
認
し
ま
し
た
。

イイタテバイオテック株式会社
長泥曲田地区に誘致した民間企業で、資源活
用型の堆肥製造施設や資材置き場などの整備
を進めています。来春の開業に向けて、求人も
行っています。

緑色の部分が令和５年５月１日に避難指示解除
されたエリア。赤色の道路も解除されていて、浪江
町への通行が可能になっています。

ふ
る
さ
と
の
再
生
へ
一
歩
一
歩

広報いいたて  令和６年６月号広報いいたて  令和６年６月号 広報いいたて  令和６年６月号広報いいたて  令和６年６月号 14141515



空から
百景

緑の草野舘

相馬家の当主・相馬高胤が文明年間（1469~87
年）に築いたと伝わる草野舘（くさのだて）跡で
す。「舘（館）」とは武士の住居で、城や砦の役
割を持っていました。草野舘は元々あった丘を利用
して築かれた山城。北西部に西舘があり、２つの
間は空堀で区画されていました。往時の面影を宿
す草野舘跡を、緑萌える５月に撮影しました。

広報いいたて  令和６年６月号広報いいたて  令和６年６月号 広報いいたて  令和６年６月号広報いいたて  令和６年６月号 16161717



菅野典雄 前村長　福島県知事表彰

報告のページ

　
平
成
８
年
か
ら
６
期
24
年
に
わ

た
り
飯
舘
村
長
を
務
め
た
菅
野
典

雄
さ
ん（
佐
須
）が
、地
方
自
治
功

労
者
と
し
て
県
知
事
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。

　
令
和
６
年
度
各
種
功
労
者
知
事

表
彰
式
は
、５
月
21
日
に
杉
妻
会
館

（
福
島
市
）で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
、内
堀
雅
雄
福
島
県
知
事

が
、出
席
者
の一
人
ひ
と
り
に
表
彰

状
を
授
与
し
、「
全
て
の
県
民
の
鑑

と
な
る
輝
か
し
い
功
績
」と
讃
え
ま

し
た
。

　
菅
野
さ
ん
は
、受
賞
者
を
代
表

し
て
謝
辞
を
述
べ
、「
私
達
は
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
職
務
に
当
た
っ
て
き

た
に
過
ぎ
ま
せ
ん
が
、は
か
ら
ず
も

こ
の
栄
誉
に
浴
す
る
こ
と
が
で
き
た

の
は
、そ
れ
ぞ
れ
が
自
助
努
力
を
怠

ら
な
か
っ
た
こ
と
、利
他
の
心
を
忘

れ
な
か
っ
た
こ
と
、そ
し
て
多
く
の

方
々
の
ご
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」と
振
り
返

り
、「
精
進
を
重
ね
、地
域
社
会
の

た
め
に
力
を
尽
く
し
た
い
」と
決
意

を
語
り
ま
し
た
。

　特定復興再生拠点区域と長泥曲田公園の
避難指示が解除されてちょうど1年となった5月
1日、土屋品子復興大臣が長泥地区を視察しま
した。
　杉岡村長らが、長泥コミュニティーセンターで
土屋大臣を出迎えました。また、課題解決への
協力を求める要望書を手渡し、地域の特色や
震災後の状況、住民の皆さんの取り組みなどに
ついて説明しました。
　その後、土屋大臣は、環境省から環境再生
事業に関する説明を受け、水田試験エリア、花
卉栽培の実証を行うビニールハウスなどを視
察。ハウス内では、髙橋正弘区長をはじめとす
る住民から花束を受け取り、交流しました。
　視察を終えた土屋大臣は「できるだけ早く長
泥に来たいと思っていた。地域を再生し未来に
つなぎたいという住民の意欲を強く感じた。そ
の思いに併走し支援したい」と話しました。

復興庁の大臣・副大臣が相次いで来村

　平木大作復興副大臣は、5月20日に来村し、山
田豊さん（関根・松塚）が営む牛舎と、精肉店「肉
のゆーとぴあ」を視察しました。
　山田さんは、「肉のゆーとぴあ」の店名の由来
について、関根・松塚地区の機関誌名「ゆーとぴ
あ17」（「17」は第１７行政区であることから）に
ちなんでいることを紹介し、「自分一人の想いで
はなく、地区の人の想いも背負って取り組んでい
る」と話しました。また、山田さんは、震災後の経
緯を説明し、避難をしながら精肉店で学んだこ
と、当時は村に戻れないと思っていたが、“牛に
関わる仕事をすることはその土地の人間になるこ
とだ”と考え飯舘に帰って来たことなどを語りまし
た。そして、「牛について学び直す期間があり、後
に福島再生加速化交付金を活用して事業を立
ち上げることができて、今の自分がある。村全体
の飼養頭数も増えてきていて、農家一人ひとりに
想いや味の違いがある。自分一人が突出してや
るのではなく、それぞれの想いを大切に、力を合
わせていきたい」と伝えました。

村
づ
く
り
そ
し
て
震
災
対
応

６
期
24
年
の
功
労
を
讃
え
て

　
５
月
10
日
、齋
藤
元
彦
兵
庫
県

知
事
が
、来
村
し
ま
し
た
。

　
齋
藤
知
事
は
、阪
神・淡
路
大
震

災
か
ら
30
年
の
節
目
と
大
阪・関
西

万
博
に
合
わ
せ
て
令
和
６
年
に
開
催

す
る「
創
造
的
復
興
サ
ミ
ッ
ト
」へ
の

参
加
を
福
島
県
と
飯
舘
村
に
要
請

す
る
た
め
来
福
し
て
い
ま
し
た
。杉

岡
村
長
は
こ
の
要
請
を
快
諾
し
、加

え
て
、こ
れ
ま
で
の
つ
な
が
り
を
生
か

し「
防
災・減
災
に
向
け
た
取
り
組

み
」「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
実
現
に
向
け
た

取
り
組
み
」「
教
育・ス
ポ
ー
ツ
交
流
」

「
観
光・産
品
紹
介
」な
ど
に
お
い
て

も
連
携
し
て
い
き
た
い
と
伝
え
ま
し

た
。ま
た
齋
藤
知
事
か
ら
は「
兵
庫

県
は
但
馬
牛
の
産
地
で
あ
り
、畜
産

を
テ
ー
マ
に
し
た
交
流
も
で
き
る
の

で
は
」と
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　
齋
藤
知
事
は
総
務
省
職
員
時

代
、震
災
直
後
の
平
成
23
年
４
月
か

ら
約
３
か
月
間
、飯
舘
村
の
政
府
現

地
対
策
室
に
派
遣
さ
れ
、計
画
的

避
難
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
対
応

に
あ
た
り
ま
し
た
。庁
舎
を
視
察

し
職
員
ら
と
当
時
の
で
き
ご
と
を

振
り
返
り
、ま
た
長
泥
地
区
を
視

察
す
る
な
ど
し
て
、飯
舘
村
の
復
興

の
歩
み
を
噛
み
締
め
て
い
ま
し
た
。

土屋品子復興大臣 長泥地区を視察

平木復興副大臣は「肉のゆーとぴあ」を視察
齋藤元彦兵庫県知事が来村 復興サミットでの情報発信に協力要請

広報いいたて  令和６年６月号広報いいたて  令和６年６月号 広報いいたて  令和６年６月号広報いいたて  令和６年６月号 18181919



上）関東圏を中心に11人が
参加。山ツツジが咲く大火
山にて。　左）ゲストで俳優
の春名風花さんも保存会の
手ほどきで田植踊を体験。

ピアノのメロディに自然の音を散りばめて。映像詩にも
心を揺さぶられる守時さんならではのコンサート。

５月８日に来村した皆さん。代表が「地域性を理解し看
護の学びに役立てたい」と実習の目標を発表しました。

いいたて便り

春日部市の「藤まつり」にて
飯舘村をPR
　村は、4月28日埼玉県春日部市の「藤まつり」に出展
し、特産品の販売を通して、飯舘村をPRしました。同
まつりは春日部市民に愛される恒例行事で、模擬店
の出店やパレードなどが行われ、村としては昨年に引

左）長期にわたり支援と交流をいただいている春日部市
の岩谷一弘市長（右）と杉岡村長。 上)賑わう村のブース。

福島県立医大保健科学部
今年度の村内実習がスタート
　村は、令和４年に福島県立医科大学と包括連携協
定を締結し、村民の健康福祉に関する取り組みを進め
ながら、医療人材の育成に協力しています。５月１日、
今年度初回の実習が「いいたてホーム」で実施され、
同大保健科学部の学生が、施設職員の講義を受け、
先生方の指導の下、臨床実習を行いました。サロン等
でのレクリエーション実習を含め、今年度の村内実習
は、計12回が計画されています。入居者の皆さんは
徐々に打ち解けて学生との交流を楽しみ、帰り際には
「また来てね」と声を掛けていました。

相馬看護専門学校が実習
地域に寄り添う看護を見つめて
　５月８日・10日・14日に、『相馬看護専門学校』の学
生が村内で実習を行いました。同校は、飯舘村と相
馬市・南相馬市・新地町の２市１町１村で構成する
「相馬地方広域市町村圏組合」が、地域保健医
療の担い手となる看護師の養成機関として設立し
た公立の学校で、平成13年に開校しました。村内で
の実習は、令和５年度から実施されています。
　学生の皆さんは村役場で、飯舘村の医療・看護
に関する取り組みについて職員の講話を聞き、保健
師の訪問活動にも同行しました。

「飯舘YOITOKO発見！ツアー」
通算７回目のツアーを開催
　５月12日の『飯舘YOITOKO発見！ツアー』。交流セン
ター「ふれ愛館」で『小宮の田植踊』を鑑賞し、かつて
村営牧場があった大火山にて、飯舘牛のブランド化に
関わった山田猛史さん（関根・松塚）の講話を聞きまし
た。また、ランチは「飯舘村食を考える会」手製の「田植
食」。村民と交流しながら、地元の新鮮な食材も味わい
ました。さらに「肉のゆーとぴあ」では、飯舘産黒毛和牛
を試食し、店主・山田豊さん（関根・松塚）の思いにも触
れた一行。「１日で飯舘村のファンになった」「またぜひ
来たい」とツアーを満喫した様子で話していました。

飯舘の春の新曲を披露　
守時タツミコンサート
　自然の音や風景の映像とピアノ演奏を融合させ
た守時タツミさんのコンサート『景色の見える音楽
会』が、５月１８日、交流センター「ふれ愛館」で開か
れました。守時さんはこれまで、飯舘の夏・秋・冬をイ
メージした曲を発表してきました。そして、今回のコン
サートでは春の新曲「２０２３飯舘～花～」を披露。こ
れで春・夏・秋・冬、全ての季節の曲が完成したこと
になります。飯舘では６回目となるコンサートに、村内
外から約70人が来場し、守時さんの奏でる美しいピ
アノに聴き入っていました。

飯舘村防犯指導隊
委嘱状等交付式
　５月21日、村役場にて『南相馬地区防犯指導隊
委嘱状等交付式』が執り行われました。南相馬地区
防犯指導隊は、南相馬市原町区・鹿島区・小高区と
飯舘村の４地区で構成され、防犯活動を通して地
域の安全を確保することを目的とした組織です。式
では、飯舘地区隊長である渡邊富士男さん（飯樋
町）が代表で委嘱状の交付を受け、隊員全員が改
めて地域防犯への意識を強く持ちました。
　また、渡邊隊長は、同式の中で、南相馬地区防犯
指導隊副隊長の任命も受けました。

５月22日の実習の様子。昔懐かしい遊びや話題を取り
入れた作業療法実習が和やかに行われていました。

杉岡村長から委嘱状の交付を受ける渡邊隊長。防犯
へのご協力を引き続きよろしくお願いします。

き続いての出展となりました。
　村のブースでは地域おこし協
力隊の髙橋洋介さん（Cocitto）
が地元食材を生かしたパウン
ドケーキを販売し、併せて村の
魅力や特産品をPRしました。
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　認定NPO法人ふくしま再生の会『ブドウチーム』
の（左から）北原高次さん、小原壮二さん、髙木浩子
さん。佐須地区の畑にブドウの苗を定植して６年目。
獣害や遅霜に苦労をしながら19品種を育て、栽培
と収穫、醸造（委託）を通じてこの地に合う品種を
見付けようと取り組んでいます。収穫したブドウのみ
での醸造は２度目。試飲用のワインが完成しました。

氣まぐれ茶屋のドブロクを味わって

話題のパレット

綿津見神社例大祭 地域の芸能も復活

森林組合が飯舘みらい発電所視察 災害救助犬 じゃがいも  道徳の教科書に

ふくしま再生の会  果樹農業への挑戦

福島市からの感謝状を報告
　５月１日、福島県森林組合連合会及び県内各
地区の森林組合の皆さんが、蕨平地区に整備さ
れた木質バイオマス発電所『飯舘みらい発電所』
を視察しました。７月の本格稼働に向けて準備を
進める同発電所は、村を中心とした被災市町村
の間伐材や樹皮などを年間約９.５万t使用して発
電し、余熱を農業に活用することも計画していま
す。林業を担う皆さんが実際に施設を訪問し、事
業への理解醸成が進む視察となりました。

　震災直後に村で生まれ、飼い主の避難に伴い
ＮＰＯ法人日本動物介護センター（岐阜市）に預け
られた雑種犬のじゃがいもは、約５年間の訓練と
11回の挑戦で、災害救助犬の認定試験に合格。
飯舘村の「わんダフルまでい大使」も務めました。
　このじゃがいもと訓練士・上村智恵子さんのエピ
ソードが、小学６年生の道徳の教科書（日本文教
出版）に掲載されました。じゃがいもは能登半島地
震の被災地に駆けつけるなど今も元気に活躍し
ています。

　渡邊富士男さん（飯樋町）をはじめとする「健康と
ゴルフを楽しむ仲間の会」が、4月19日、福島市の「子
ども・子育て基金」に8万3,196円を寄附しました。
　渡邊さんは、この寄付の発起人で、「福島市の
ヤングケアラーの支援や、啓発活動に充ててほし
い」と話しています。
　渡邊さんの友人やゴルフ仲間から、参加したゴ
ルフの大会やコンペの際に寄付を募り、昨年に続
いて２度目の寄附を行ったそうです。

　５月17日から19日の３日間、「コラッセふくしま」
（福島市）で『氣まぐれ茶屋ちえこ』のどぶろく
『白狼』試飲販売会が行われました。期間中は
店主・佐々木千榮子さん（佐須）の娘のかおりさん

（大久保・外内）が来場し、すっきり辛口の『白狼』
の魅力をPR。おこわや漬物、凍み餅など、店の看
板商品も販売しました。19日は市内で開催された
ハーフマラソン大会の参加者なども訪れ、県内外
の多くの人に商品を手にとってもらえたそうです。

福
島
市
か
ら
会
に
贈
ら
れ
た
感
謝
状

を
手
に
。５
月
14
日
、渡
邊
さ
ん
が
来

庁
し
、杉
岡
村
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

第３回 ワクワクおでかけマルシェ
　文句なしの五月晴れとなった５月３日、加工施
設「もりの駅まごころ」で飯舘の「食」を味わえる

『第３回ワクワクおでかけマルシェ』が開催され
ました。当日は、屋外に並んだテントで、ナツハゼ
のドリンクや荏胡麻の五平餅など、村内の生産
者が腕によりをかけた加工品を販売。また、屋内
では蕎麦や飯舘産黒毛和牛のスープなどが提
供されました。村内外から多くの人が訪れ、生産
者との交流を楽しんでいました。

たか    じ

それぞれ農業とは縁遠い職業を定年退職してから、“通
い農業”での挑戦です。「この土地を守ってきた皆さんの
苦労に思いを馳せながら畑仕事をしています」と髙木さ
ん。リーダーの小原さんは「いつか醸造まで村でできる
ようになったらいいですね」と夢を描いています。

　４月29日、綿津見神社で例大祭が行われました。
震災前は３年に１度、２日間にわたって行われ、各地
区の芸能が奉納されていました。震災後は平成29
年に復活したもののコロナ禍で再び途切れ、今回が
７年ぶり。芸能の奉納を伴う神輿渡御は平成21年
以来15年ぶりです。
　正装した氏子や観客が見つめる中、新しい踊り手
も加わった「宮内の笠踊り・手踊り」が奉納され、神
輿は八木沢、小宮、関沢、伊丹沢、深谷と各地区を
巡りました。
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春日部大凧を村に寄贈
　5月24日、村内で２工場を開
設したCRSスポーツ工業株式
会社（P25に詳細）が、『春日部
大凧あげ祭り』（埼玉県春日部
市）に出品した大凧を村に寄
贈しました。祭り当日の去る５月

話題のパレット

飯舘村婦人会が道路の美化活動
　5月11日、飯舘村婦人会（長谷川花子会長）の
皆さんが、村内で奉仕作業を行いました。何年も
続く美化活動です。今回は、商工会前から役場
までの約2.3kmの道のごみ拾いを行っていただ
きました。本当に、ありがとうございました。

米国学生がスマート農業実装を視察
　5月22日、アメリカ合衆国ジョージア州のケネソー
州立大学の学生らが村で視察研修を行いました。
　引率のダニエル・フェレイラ教授が福島に関心を
寄せたのは、平成25年に米国土壌学会で溝口勝
教授（東京大学農学生命科学研究科）らが主催し
た「福島における土壌科学者たちの挑戦」がきっ
かけ。溝口教授によるスマート農業技術の社会実
装を視察しようと、学生と共に来村しました。一行

アヤメとポピーの花畑が話題に
　桑折町の小野孝明さんが、関沢地区の知人
から有休農地を借り受けて、令和３年から手入
れを続ける『結GARDEN』。紫色のアヤメを移植
し、株を増やして写真のような景色をつくり出して
います。また、一段下がった場所には、ポピーの
花畑もつくっていて、花便りを聞きつけた人々が、
遠くからも訪れています。「これからもコツコツ続
けて花畑を広げていきたい」と小野さん。ポピー
畑の見頃は６月中旬までの見込みです。

５日には、杉岡村長が現地を訪れ、佐藤充社長と
共に「根」の字が描かれた大凧を空に揚げました。

（来年揚げる大凧は「芽」の字だそうです）

は、機器を設置する菅野宗夫さん（佐
須）の水田で田植えを体験し、村内各
所を視察。稲の成長はアメリカからも
観察できるそうです。  ※右QRから ▶

C R Sスポーツ工業株式会社
飯舘工場　飯舘村草野字大師堂113-1
飯樋工場　飯舘村飯樋字町455

　
今
春
、村
内
に
２
工
場
を
開
設
し

た
C
R
S
ス
ポ
ー
ツ
工
業
株
式
会

社
。バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ラ
ケ
ッ
ト
の
世
界

的
な
ブ
ラ
ン
ド
に
高
品
質
の
ガ
ッ
ト

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
業
績
が
急
速
に
拡
大
す
る
中
、工

場
用
地
と
人
材
を
求
め
て
い
た
佐

藤
充
社
長
。亡
き
父
の
故
郷
、川
俣

町
飯
坂
地
区
に
残
る
、飯
舘
村
の
仮

設
小
学
校
跡
地
を
用
地
の
候
補
と

考
え
ま
し
た
。

　
相
談
の
た
め
に
役
場
を
訪
れ
た

今
年
の
１
月
、「
産
業
団
地
が
で
き
る

こ
と
を
踏
ま
え
て
村
内
に
進
出
し
て

は
ど
う
だ
ろ
う
」と
提
案
を
受
け
、

既
存
の
建
物
を
活
用
し
て
村
内
に

工
場
を
開
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。「
飯
舘
工
場
」に
は
旧
草
野
小
学

校
の一
部
、「
飯
樋
工
場
」に
は
飯
樋

町
の
空
き
工
場
を
活
用
。そ
れ
ぞ
れ

に
数
十
台
の
機
械
を
運
び
入
れ
、４

（本社）埼玉県北葛飾郡杉戸町下野835-1
☎︎ 0480-37-2658（本社）
https://crssi.co.jp/

月
の
稼
働
に
漕
ぎ
つ
け
ま
し
た
。「
す

ぐ
に
使
え
る
場
所
を
提
供
い
た
だ

き
、本
当
に
助
か
り
ま
し
た
」。

　
20
代
の
社
員
２
人
が
埼
玉
県
か

ら
赴
任
し
、５
人
を
現
地
で
採
用
。

７
人
体
制
で
２
工
場
を
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。求
人
に
は
60
人
の
応
募
が

あ
り「
飯
舘
で
も
人
は
来
る
」と
自

信
も
深
め
ま
し
た
。旧
草
野
小
学
校

の
体
育
館
に
も
工
場
を
拡
大
し
増

員
す
る
予
定
で
、拠
点
を
埼
玉
県
か

ら
移
す
構
想
も
浮
上
し
て
い
ま
す
。

　
同
社
は“
拠
点
に
根
を
張
る
”こ

と
を
大
切
に
考
え
て
い
ま
す
。「
地

域
に
根
ざ
さ
な
い
と
、い
い
も
の
は
つ

く
れ
な
い
。長
く
働
き
家
庭
を
築
い

て
、や
が
て
そ
の
子
ど
も
が
こ
こ
で

働
く
、そ
ん
な
会
社
に
な
り
た
い
の

で
す
」と
佐
藤
社
長
。「
飯
舘
村
の

皆
さ
ん
の
熱
意
と
温
か
さ
に
感
激

し
ま
し
た
。社
員
と
共
に
、イ
ベン
ト

や
祭
り
に
協
力
し
た
い
し
、バ
ド
ミ

ン
ト
ン
で
村
お
こ
し
も
考
え
た
い
」。

　
そ
し
て
、運
命
的
な
出
会
い
は
続

き
ま
す
。現
地
採
用
の
１
人
、飯
舘

村
出
身
の
大
東
か
り
ん
さ
ん
は
、震

災
時
、草
野
小
学
校
の
２
年
生
で
し

た
。避
難
先
の
福
島
市
の
中
学
校
で

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
始
め
、今
も
社
会

人
サ
ー
ク
ル
で
プ
レ
ー
し
て
い
ま
す
。

「
ま
さ
か
草
野
小
学
校
で
働
く
こ

と
に
な
る
と
は
」と
微
笑
む
大
東
さ

ん
。当
時
の
面
影
を
残
す
校
舎
で

働
き
、母
の
実
家
で
、祖
母
の
つ
く
る

昼
ご
は
ん
を
食
べ
る
と
い
う
新
鮮
な

日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

世界のトップ選手が使用するバドミントン用ガットを製造

CRSスポーツ工業株式会社

製紐は自動化が進んでいて、編む機械は
5,000mを編むまで２週間動き続けます。

大東さんのクラスにだけ残っていた道具
掛けの名前のシール。奇跡の再会です。

飯舘工場（旧草野小学校）の中庭にて。

婦人会の皆さんは、今回のような環境美化のボラン
ティアの他、村のイベントなどで地域のための活動
を行っており、随時会員募集中とのことです。
連絡先☎︎090-6250-6748（長谷川会長）

いいたて
なりわい

REPORT
vol.1
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５月の村の動きと主なできごと５月の村の動きと主なできごと
１
日 

・ 

土
屋
品
子
復
興
大
臣
　
来
村（
長
泥
地
区
）

　
　 

・ 

福
島
県
立
医
科
大
学
保
健
科
学
部
　
実
習（
い
い
た
て
ホ
ー
ム
）

７
日 

・ 

い
い
た
て
移
住
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー「
３
ど
」お
披
露
目
会（
い
い
た
て
移
住
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー「
３
ど
」）

８
日・10
日・14
日 

・ 

相
馬
看
護
専
門
学
校
　
実
習（
村
内
各
所
）

10
日 

・ 

齋
藤
元
彦
兵
庫
県
知
事
　
来
村（
村
役
場
／
田
舎
レ
ス
ト
ラ
ン
ラ
カ
ッ
セ
／
長
泥
地
区
）

12
日 

・ 

飯
舘
Y
O
I
T
O
K
O
発
見
！
ツ
ア
ー（
交
流
セ
ン
タ
ー「
ふ
れ
愛
館
」／
大
火
山
他
）

　
　 

・ 

長
泥
行
政
区
住
民
懇
談
会（
長
泥
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
）

15
日 

・ 

福
島
大
学
　
飯
舘
産
牛
肉
を
使
っ
た
牛
丼
試
食
会（
福
島
大
学
）

15
～
18
日 

・ 

第
７
次
総
合
振
興
計
画
に
係
る
先
進
地
視
察（
高
知
県
／
徳
島
県
）

16
日 

・ 

ふ
く
し
ま
移
動
式
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
視
察（
福
島
市
）

　
　 

・ 

ふ
く
し
ま
田
園
中
枢
都
市
圏
首
長
会
議（
福
島
市・福
島
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
）

18
日 

・ 

い
い
た
て
っ
子
運
動
会（
い
い
た
て
希
望
の
里
学
園
校
庭
）

　
　 

・ 

守
時
タ
ツ
ミ  

コ
ン
サ
ー
ト（
交
流
セ
ン
タ
ー「
ふ
れ
愛
館
」）

20
日 

・ 

農
業
委
員
会
定
例
総
会（
村
役
場
）

21
日 

・ 

菅
野
典
雄
前
村
長
　
県
知
事
表
彰（
福
島
市・杉
妻
会
館
）

22
日 

・ 

令
和
６
年
度
南
相
馬
地
区
防
犯
指
導
隊
委
嘱
状
等
交
付
式（
村
役
場
）

　
　 

・ 

福
島
県
立
医
科
大
学
保
健
科
学
部
　
実
習（
い
い
た
て
ホ
ー
ム
）

23
日 

・ 

い
い
た
て
希
望
の
里
学
園
　
前
期
課
程
の
田
植
え
体
験（
前
田・八
和
木
地
区
）

　
　 

・ 

定
例
教
育
委
員
会（
い
い
た
て
希
望
の
里
学
園
）

　
　 

・ 

文
化
財
保
護
審
議
会（
交
流
セ
ン
タ
ー「
ふ
れ
愛
館
」）

24
日 

・ 「
い
い
た
て
の
牛
を
考
え
る
会
」視
察
研
修（
西
郷
村・家
畜
改
良
セ
ン
タ
ー
他
）

29
日 

・ 

生
涯
学
習
事
業
　
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室（
交
流
セ
ン
タ
ー「
ふ
れ
愛
館
」）

　
　 

・ 

第
１
回
学
校
運
営
協
議
会（
村
役
場
）

30
日 

・ 

社
会
教
育
委
員
会
議（
交
流
セ
ン
タ
ー「
ふ
れ
愛
館
」）

31
日 

・ 

村
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
検
討
会
議（
交
流
セ
ン
タ
ー「
ふ
れ
愛
館
」）

informationinformation村からおしらせ村からおしらせ

髙野進さん　瑞宝単光章

　髙野進さん（八木沢・芦原）が、春の叙勲で
「瑞宝単光章」を受章しました。この勲章は、
長年にわたり公共的な職務に従事し成績を上
げた方に贈られるものです。髙野さんは、昭和
58年から37年間にわたり飯舘村消防団の団
員として活動し、最後の4年間は団長を務めま
した。髙野さんは受章について「家族や団員
に支えられ、一緒に活動をした証し」と感謝し、
「これからも消防団の活動を見守っていきた
い」と団に対する応援の気持ちを語りました。

消防飯舘分署からのお知らせ

住宅用火災警報器の設置率調査結果

　今年の3月に住宅用火災警報器（住警器）の設置
状況について調査しました。結果、約96％のご家庭で
設置されており、全国平均値（約84％）よりも高い水準
でした（条例で定める設置位置全てについている割
合は約88％）。なお、設置から10年以上経過したもの
や未点検のものがあり、維持管理が課題となりました。
　住宅用火災警報器は適切な維持管理を行うことで
効果を発揮します。10年を経過すると電池切れや本
体の故障で作動しないことがありますので、定期的な
交換をお勧めします。また日常点検もお願いします。

熱中症の予防について

　これからの季節は気温が上がり熱中症が増える時期になります。特に、気温や湿度が高い日
は、体内の水分や塩分のバランスが崩れ、体温調整がうまく働かなくなることで熱中症の発症リス
クが高まります。下記のポイントを参考に熱中症を予防しましょう。

福島大学でイベント 飯舘産牛肉の牛丼が登場　

・ 喉が渇く前に水分・塩分を補給しましょう。
・ エアコンを適切に利用しましょう。
・ 外出時は日傘や帽子を着用しましょう。
・ 熱中症警戒アラート発表時は不要不急の外出を避けましょう。

　問  南相馬消防署飯舘分署☎0244-42-0119

【熱中症予防のポイント】

村内 住警器設置率調査（Ｒ６）

設置率（設置＋一部設置）
　　　　　  ＝ 96.36％

 未設置
3.64％

一部設置
  8.20％

設置（条件適合）
88.16％

　福島大学で、飯舘産黒毛和牛の牛肉を使った牛丼を味わう
イベントが開催されました。キャンパス内の学生食堂で、5月15日
から17日までの3日間、各日400食の特製牛丼が提供されるとい
うイベントです。同時に福島大学が、同大校友会と協力して「福
大生応援プロジェクト2024」を実施し、校友会員の学生は、1食
100円（一般価格は650円）で、この牛丼を味わいました。

5月17日、杉岡村長らが八木沢地区の髙野さんの自
宅を訪れ、瑞宝単光章を伝達しました。

　初日の15日、イベント開始の午前11時には、食堂の窓口に学生が長い列をつくり、おいしそうに牛丼
を頬張る笑顔が、ホールのテーブルに連なりました。

　また、別室では試食会も開催され、三浦浩喜学長や髙橋副村長を
はじめとする関係者が、協力関係に感謝を伝え合い、牛丼の試食を
行いました。今回の牛丼に使用されたのは、飯舘産の牛肉のうまみや
甘みの研究を行う石川尚人食農学類教授らが関わった経産牛の牛
肉です。試食会の出席者は「味が濃くておいしい」「肉の甘みを感じ
る」などと感想を述べ合い、“応援”のこもった牛丼を味わいました。

°

°
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イノサル通信イノサル通信
いいたていいたて

令和３年１月から福島県避難地域鳥獣対策支援員を務め
ています。令和６年度から飯舘村の主担当となりました。

イノサル通信は村
の鳥獣対策を支援
する京黒さんから
のお知らせです。

京黒 篤志 さん    
福島県避難地域鳥獣対策支援員
きょう ぐろ     あつ    し　

飯舘村のサル事情〜生息状況と対策の計画

14

飯
舘
村
の
シ
ン
ボ
ル  

村
章
な
ど
の
生
い
立
ち

ふ
れ
愛
館
だ
よ
り

交
流
セ
ン
タ
ー「
ふ
れ
愛
館
」

か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す
。

　
飯
舘
村
は
、昭
和
31
年
に
、

飯
曽
村
と
大
舘
村
が
合
併
し

て
誕
生
し
ま
し
た
。

　
飯
舘
村
の
村
章
は
、昭
和
41

年
の
立
村
10
周
年
を
記
念
し

て
、村
民
か
ら
の一
般
公
募
で
制

定
さ
れ
ま
し
た
。外
円
は
村
民

の
和
を
、半
円
は
広
大
な
村
土

を
表
し
、中
心
は
山
林
資
源
と

力
強
い
発
展
を
表
し
た
も
の
で

す
。全
体
で
は
、人
の
和
と
山

林
資
源
を
も
と
に
、限
り
な
く

伸
び
ゆ
く
飯
舘
村
の
未
来
を

象
徴
し
て
い
ま
す
。ま
た
、10

周
年
の
記
念
式
典
で
は
村
民

歌
も
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、村
の
木
・
花
・
鳥
が

村
民
の
一
般
公
募
で
制
定
さ
れ

た
の
は
、昭
和
51
年
、立
村
20

周
年
の
年
で
す
。合
わ
せ
て
村

民
憲
章
も
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　村
民
歌
の
歌
詞
と
同
様
、

故
郷
と
人
々
へ
の
想
い
に
あ

ふ
れ
、よ
り
よ
い
地
域
づ
く

り
に
力
を
合
わ
せ
よ
う
と
い

う
決
意
に
満
ち
て
い
ま
す
。

　
飯
舘
村
は
、令
和
８
年

（
２
０
２
６
年
）に
、立
村
70

周
年
を
迎
え
ま
す
。

歴
史
の
散
歩
道

　
6
月
23
日
か
ら
29
日
は「
男

女
共
同
参
画
週
間
」で
す
。個
性

と
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
で
き

る
社
会
を
目
指
す
た
め
に
、本

を
通
し
て
個
々
の
在
り
方
に
つ

い
て
も
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　サルによる被害があると、サルの数を減らしてしまえば良いと思うかもしれませんが、それだけでサ
ルの被害を減らすことは難しいものです。
　サルの群れは、それぞれ、人や作物に危害を及ぼす危険度（加害レベルといいます）が違います。群
れを区別せずに捕獲を続けると、加害レベルの高い群れのサルを減らせない可能性があります。また、
無計画に捕獲すると、複数の群れに分裂することもあります。群れが分裂すると、それぞれの群れで頭
数が増えたり、生息する範囲が広がってしまいます。
　そこで、飯舘村ではサルの捕獲計画を立てて、鳥獣被害対策実施隊が、加害レベルの高い群れから
優先的に捕獲しています。

R
e
d（
レ
ッ
ド
）

    

あ
か
く
て
あ
お
い
ク
レ
ヨ
ン
の
は
な
し

マ
イ
ケ
ル
・
ホ
ー
ル  

作

上
田
勢
子  

訳

ワ
ニ
ブ
ッ
ク
ス

おすすめ図書を
紹介します

飯舘村の村章（昭和41年制定）

サルの群れには計画的に対処する

　飯舘村のサルの群れの行動範囲と加害レベルは下の図と表のとおりです。最も加害レベルの高い群
れは、おおよそ計画通りに捕獲が進んでいます。

　飯舘村は、鳥獣被害対策実施隊とともに、これからも計画的に捕獲を進める方針です。また、果樹を管理した
り、農地に防除柵を立てて侵入できなくしたりする対策を並行して行うことで、被害を減らすことも大切です。

５  群れ全体が通年・頻繁に出没。人と集落環境への慣れが進み、生活環境被害が大きく、人身被害の恐れがある。
４  群れ全体が通年耕作地に出没し、常時被害がある。人と集落環境への慣れが進み、生活環境被害が発生している。
３  群れは季節的に大半の個体が耕作地に出てきて、農作物に被害を出している。
２  群れの出没は季節的で農作物の被害はあるが、耕作地に群れ全体が出てくることはない。
１  群れは集落でたまに出没するが、ほとんど被害がない。

加害レベル
　　　４
　　　３
　　　２
　　　３
　　　２
　　　２
　　　２
　　　２
　　　２
　　　２
　　　２
　調査中
　調査中

加害レベル

　『
レ
ッ
ド
』と
書
い
て
あ
る
ラ
ベ
ル
の
ク
レ

ヨ
ン
は
、赤
い
も
の
を
書
く
こ
と
が
苦
手

で
、何
度
挑
戦
し
て
も
う
ま
く
書
く
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。そ
れ
は
赤
で
は
な
く
青

だ
か
ら
。自
分
が
青
色
だ
と
気
づ
い
た
レ
ッ

ド
は
青
い
も
の
を
生
き
生
き
と
描
き
ま

す
。自
分
は
自
分
ら
し
く
生
き
て
い
て
い

い
ん
だ
と
思
わ
せ
て
く
れ
る
1
冊
で
す
。

飯舘村はどうなっているか

これからどうすべきか

（
表
） 

群
れ
の
加
害
レ
ベ
ル

    頭  数
　 80頭
　 78頭
　 85頭
　 45頭
　 59頭
　 40頭
　 76頭
　 59頭
　 43頭
　 76頭
　 39頭
  約40頭
  約50頭

       群 れ 名
      草野群
      大倉１群
      大倉４群
      佐須群
      宮内群
      小島群
      蕨平A群
      蕨平B群
      疣石山A群
      疣石山B群
      芦原群
      小北群（仮）
      伊丹沢群（仮）

１

２

３５

４

６

９

12

13

７

11

10

８

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13

村の木・あかまつ

村の花・山百合

村の木・花・鳥（昭和51年制定）

村の鳥・うぐいす

〈
村
民
憲
章
〉

　わ
た
し
た
ち
は
、美
し
く
豊

か
な
阿
武
隈
の
山
な
み
と
人
情

に
は
ぐ
く
ま
れ
、限
り
な
く
躍

進
す
る
飯
舘
村
民
で
す
。

　わ
た
し
た
ち
は
、こ
の
誇
り

と
自
覚
を
も
っ
て
、わ
た
し
た

ち
と
子
孫
の
た
め
に
、楽
し
く

働
き 

明
る
く 

よ
り
豊
か
な 

よ
り
住
み
よ
い 

村
づ
く
り
を

め
ざ
し
、こ
の
村
民
憲
章
を

定
め
ま
す
。

⒈ 

よ
く
話
し
合
い

　善
意
の

和
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

⒈ 

き
ま
り
を
守
り

　伝
統
の

美
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

⒈ 

創
意
を
こ
ら
し

　協
力
の

実
を
結
び
ま
し
ょ
う
。

⒈ 

環
境
を
整
え

　健
康
の
喜

び
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

⒈ 

教
育
を
重
ん
じ

　若
人
の

夢
を
育
て
ま
し
ょ
う
。
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ひとのうごき 　 令和６年５月１日現在

　●男　2,333人（＋１）
　●女　2,274人（ー２）
　　計　4,607人（ー１）

世帯数　1,803戸（＋１）

人   口 　今 月   （前月比）
　　       転入　12人
　　       転出    10人
　　       出生　１人
　　       死亡　４人
　   （住民基本台帳人口）

4月1日〜30日までの人口動態

（４月21日から５月20日までに届け出のあったものを掲載）
 ※この欄に掲載を希望しない方は、届け出の時に住民
 係へお申し出ください。

　過日、いいたて希望の里学園の運動会を見る機会があり、児童生徒の、のびのびとした
姿と仲間達と力強く演技する時間を垣間見る事ができました。
　子ども達にも未来に対する希望の時間があるように、人にはそれぞれに色々に迎える時
間があり、それぞれに家族で過ごす喜びの時間などもあると想います。たまには一人で過
ごす優雅な時間であったり、もしかすると幼少の頃の思い出時間などもあったと想います。おくやみ

氏     　名   　 　  　      年齢             行政区

赤 石 澤  一 則 さん

山  岸	 キミヱ さん

三  浦	 嘉伊光 さん

庄  司	 久  雄  さん

82

91

91

65

     大久保・外内

          臼  石

          小  宮

          深  谷

ご冥福をお祈り申し上げます

■ ひとのうごき■ ひとのうごき

樹々の緑が芽吹くように
　  新たなワクワクが生まれています 愛楽故郷味

あいらく ふるさと み

杉岡 誠 村長 の
第22回

新新
芽芽
輝輝
くく

村民広報委員 富士男の
!!  時 間  !!

どんなにか、この「今を過ごす時間」が大事なことであるかを想います。私自身も70年を生きてきて、これか
ら生きていく時間が、今までの時間よりも決して長くはない事を知っています。
　何年か前、大地震の後、避難している年配の人を、ある仮設住宅に訪ねた時、「飯舘に帰ったら、また農
業をやんだべー？」と聞いたところ、「おらには時間がない。歳とって畑、田んぼの土を作り変える時間がない
から、もう畑、田んぼは作んねーんだ！」と言われた事があります。農業の難しさ、厳しさを知ったような気がし
て、ちょっと寂しく感じたのを覚えています。
　老若男女、誰にも等しく大切な時間があり、大切な時間なのに、もう決して戻せない時間なのです。
　いかに「今」という時間が、大切であり、大事にしなければならないかという事を、我が身を通じて知る必
要があると、今、想っています。

ちょっちょっとと り  ❷寄 道 

　

新
緑
の
５
月
。土
屋
品
子
復
興
大
臣
、平
木
大
作
復
興
副
大
臣
、岩
田
和
親
経
済

産
業
副
大
臣
の
そ
れ
ぞ
れ
再
度
、再
々
度
の
ご
来
村
に
加
え
、齋
藤
元
彦
兵
庫
県
知
事

が
来
庁
さ
れ
る
な
ど
、い
ろ
い
ろ
な
動
き
の
あ
る
月
と
な
り
ま
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
は
３
回
目
と
な
る「
ワ
ク
ワ
ク
お
で
か
け
マ
ル
シェ
」が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。回
数
を
重
ね
る
に
つ
れ
、ど
ん
ど
ん
大
き
な
賑
わ
い
が
生
ま
れ
て
お
り
、ご

出
店
の
皆
様
も
ご
来
場
の
皆
様
も
、充
実
し
た
笑
顔
を
浮
か
べ
て
お
ら
れ
た
姿
が
と
て

も
印
象
的
で
し
た
。次
回
は「
あ
ぶ
く
ま
も
ち
の
甘
酒『
ア
イ
ス
』」が
出
品
さ
れ
る
か

も
、と
の
お
話
も
お
聞
き
し
、今
か
ら
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、元
飯
舘
村
職
員
が
紡
い
で
く
れ
た
ご
縁
に
よ
り
埼
玉
県
春
日
部
市
に
て
、

「
春
日
部
藤
ま
つ
り
」や「
大
凧
あ
げ
祭
り
」に
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ

し
て
、今
年
３
月
に「『
根
』を
は
る
、『
芽
』を
出
す
、『
花
』を
つ
け
る
、『
実
』に
な
る
」を

モ
ッ
ト
ー
と
し
て
埼
玉
県
か
ら
飯
舘
村
に
進
出
さ
れ
た「
C
R
S
ス
ポ
ー
ツ
工
業
」様

が
、飯
舘
村
の
凧
を
準
備
し
て
揚
げ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。私
も
何
十
年
か
ぶ
り
に
凧

揚
げ
で
河
原
を
走
り
ま
し
た
が
、童
心
に
戻
り
つつ
、天
高
く
昇
っ
て
い
く
凧
を
眺
め
、

晴
れ
晴
れ
し
い
心
持
ち
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。こ
の
と
き
の「
ワ
ク
ワ
ク
凧
」を

村
役
場
入
口
の
階
段
脇
に
展
示
し
て
お
り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
来
庁
の
際
に
ご
覧
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、移
住
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
、こ
の
度「
3
ど
」を
愛
称
と
し
て
リ
ニュー
ア
ル

し
ま
し
た
。移
住
希
望
者
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、村
民
の
皆
様
や
、村
に
お
立
ち
寄
り
の
方

も
含
め
、す
べ
て
の
皆
様
を
繋
ぎ
、飯
舘
村
を
発
信
し
て
い
く
ス
テ
ー
シ
ョン
と
し
て
、３
度

と
言
わ
ず
何
度
で
も
訪
れ
た
い
拠
点
と
な
る
よ
う
ご
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

５
月
20
日
か
ら
25
日
ま
で
、福
島
テ
レ
ビ
の「
市
町
村
ウ
ィ
ー
ク
」で
飯
舘
村
が
特
集

さ
れ
ま
し
た
。村
内
の
多
く
の
飲
食
店
、宿
泊
施
設
、お
買
い
物
処
の
ほ
か
、貴
重
な
映

像
な
ど
も
放
映
さ
れ
、お
恥
ず
か
し
な
が
ら
24
日
の
道
の
駅
で
の
生
放
送
に
出
演
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。Ｙｏｕ
ｔｕ
ｂｅ
に
見
逃
し
配
信
の
映
像
が
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、ぜ
ひ「
福
島
テ
レ
ビ　

飯
舘
村
」で
検
索
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

樹
々
の
緑
が
芽
吹
く
よ
う
に
、種
々
、新
た
な
ワ
ク
ワ
ク
の
芽
が
出
始
め
て
お
り
ま
す
。

「
飯
舘
村
ホ
ッ
プ
プ
ロ
ジ
ェク
ト
」も
始
ま
り
、ホ
ッ
プ
の
栽
培
に
ト
ラ
イ
さ
れ
る
方
も
出

て
き
ま
し
た
。一つ
ひ
と
つ
、お一人
お
ひ
と
り
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
大
き
な
ワ
ク
ワ
ク
の
輪
に

な
り
、村
の
活
性
化
に
繋
が
り
ま
す
。ふ
る
さ
と
の
担
い
手
の
意
欲
と
行
動
力
が
村
を

動
か
す
原
動
力
で
す
。

　5月20日、前田地区のほ場で、「あぶくまもち」の
種子栽培が開始されました。
　「あぶくまもち」は、県が高冷地向けの品種とし
て開発したもち米で、現在飯舘村では8.4haに作
付けされています。今回は、青田豊実さん（前田）
の種子ほ場で、役場や県の職員も一緒になり、
25aの作付けを行った他、既に作付けしたほ場の
補植も行いました。

あぶくまもち  種子ほ場の田植え開始

　「あぶくまもち」は福島県の奨励品種であり、現
在飯舘村でのみ栽培されているもち米です。今年
度生産される「あぶくまもち」は、昨年に続きセブ
ン-イレブン・ジャパンに出荷され、おこわおむす
びとして販売される予定です。また、村民による加
工品の開発も進められていて、「あぶくまもち」を
使った焼き菓子などが商品化されています。

大火山つつじの森
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